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教育
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 地域の特色ある教育活動を応援し、開かれた教育環境を推進していく

ための情報を掲載していきます。
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「放課後子ども教室」
　　　に参加してみませんか？

　各地区まちづくり委員会では、土日や夏休みなどに安全で安心な居場所づくりを目的に「放課後

子ども教室」を実施しています。「放課後子ども教室」は、地域の人たちとの交流など、さまざま

な体験活動を通し、健康で心豊かな「鹿嶋っ子」を育てる事業です。近くのまちづくりセンターで

実施する「放課後子ども教室」に参加してたくさんのお友だちをみつけましょう。

世界でひとつだけのお茶わんづくり

地域のおじいちゃんと一緒に

畑に苗を植えたお芋で

　　　　　　　　　スイーツ作り !!

　キャンプ・ハイキング・料理教室・フラダンス・水ロケットづくり・土器づくり・地域の史跡巡

りなど地区によっても事業内容は異なります。

　詳しくは、各地区のまちづくりセンターにお問い合わせください。

　　　まちづくりセンター 　　　問合せ先 　　　まちづくりセンター 　　　問合せ先

　鹿島まちづくりセンター 　☎８３－５６５０ 　波野まちづくりセンター 　☎８３－３５７３
　三笠まちづくりセンター 　☎８２－６２１１ 　豊津まちづくりセンター 　☎８３－５６８０
　鉢形まちづくりセンター 　☎９０－３４３０ 　豊郷まちづくりセンター 　☎８２－７２４６
　平井まちづくりセンター 　☎８３－４２２８ 　大野まちづくりセンター 　☎６９－１１１６
　高松まちづくりセンター 　☎８３－０８４１ 　はまなすまちづくりセンター 　☎６９－６２１１

体験活動の紹介　～豊津まちづくりセンター～



鹿嶋市地域子育て支援センター

　今年度、鹿嶋市地域子育て支援センターが、

佐田保育園から第四幼稚園に移転しました。自

然に囲まれた第四幼稚園の園庭や支援室で、笑

顔で遊んでいる子どもたちを見ながら、保護者

の皆さんも嬉しそうに一緒に遊んでいます。時

にはたくさんの新しい発見をし、喜ぶ子どもた

ちの姿があちらこちらに見られます。友だちと

一緒に楽しそうな笑い声も聞かれます。

　子育て支援センターは、子育て中の保護者の

皆さんと子どもたちを対象に、楽しく遊び、語

り合い、心をリフレッシュする場です。子ども

の遊びを通して、子どもの成長と保護者の皆さんの友だちづくりの場となり、地域で心の通った交

流の輪を広げていくことを目的としています。

　毎週火曜日・木曜日（午前９時 30 分から午後２時 30 分）は園庭・支援室の開放を行っています。

みんなで元気に体操、手遊びや歌をうたったり、絵本や紙芝居、ペープサート（紙に描いた絵を棒

で動かす人形劇）などの視聴覚教材を使った遊びもしています。

　また、年４回の育児講座もあり、子育ての専門家によるお話や人形劇団による夢とロマンを与え

てくれる楽しい人形劇、親子リズム遊びなどのリフレッシュ講座を計画しています。気の合った仲

間同士、子育てを通してサークル活動を展開するお母さんたちの支援もしています。育児に関して

気になることや心配に思っていることなど、健康面は保健師さん、食事面は栄養士さんがアドバイ

スしてくれます。たくさんの出会いの中で、楽しいふれあいの場となるように、スタッフ一同、笑

顔で頑張っています。
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【住　所】　鹿嶋市大字須賀 372 番地 1

　　　　　（第四幼稚園内）

【電　話】　0299-83-4152

【園庭・支援室開放】

　毎週火曜日・木曜日　 9:30 ～ 14:30

【年齢別開放】

　毎週金曜日　　　　　 9:30 ～ 14:30

【育児相談】

　保健相談　奇数月の木曜日に月１回程度

　　　　　　相談日はお問い合わせください

　　　　　　（保健師）

　栄養相談　７月・11 月（栄養士）

▲　仲良く遊ぶ園庭・支援室開放



3

学校の運動場の放射線量の測定について

◎鹿嶋市内小学校の運動場の放射線のお知らせ

　鹿嶋市教育委員会では、市内各小学校の運動場の放射

線量の測定をしています。平成 23 年６月２日（木）現在、

健康に影響のあるレベルではありません。詳細なデータ

については、鹿嶋市ＨＰ災害情報に測定結果を公開して

いますのでご覧ください。

　※鹿嶋市ＨＰ：http://city.kashima.ibaraki.jp

▲

東北地方太平洋沖地震による文化財被害

◎文化財情報提供のお願い

　今回の地震により個人のお宅でも、古い土

蔵を解体したり、家に古くから置かれていた

ものを処分される事があると思います。文化

財に指定されているような著名なものだけが

歴史資料ではありません。昔の人の活動や暮

らしぶりなど、地域の歴史を知る手がかりと

なるものすべてが歴史資料です。これらを処

分される予定の方、古い土蔵を解体される予

定の方、ご自宅に古くから伝わる古文書をお

持ちの方は、鹿嶋市教育委員会まで情報提供

のご協力をお願いします。

◎文化財被害と対策について

　３月 11 日の地震とその後の余震により、鹿嶋市内の多くの文化財も被害を受けました。津波被

害のあった長栖地区では、市指定文化財の蔓荼羅（まんだら）図や不動明王（ふどうみょうおう）

図などの巻物の他、過去帳などが海水に浸かり、カビが発生してしまったため、文化庁で行ってい

る“文化財レスキュー制度”を活用し、５月に東京文化財研究所・茨城大学・筑波大学の先生にボ

ランティアで応急処置をしてもらいました。地域の歴史・風俗を伝える貴重な資料を後世へ伝え残

すために、快く各方面の研究者の方々が協力してくれています。このような応急処置で資料の状態

悪化を防ぎながら、貴重な文化財の状況を見守っているところです。

放
射
線
測
定
状
況

　６月５日（日）、鹿島神宮の門前通りのほ

ぼ中央に、大町商店会ミニ博物館がオープン

しました。鹿嶋市内から出土した土器や石器、

なまず絵などを展示しています。昭和時代の

昔の部屋や鹿島の伝統行事、祭りなどの展示

もあります。ぜひ郷土の文化財を見に来てく

ださい。

　【開館】 10:00 ～ 17:00（無料・年中無休）

問 文化財担当（電話：82-2911 内線 533）

○古文書（くずした字で和紙に書いたもの）

○古い本（和紙に書かれて冊子にしてあるものなど）

○明治・大正・昭和の古い本・ノート・記録

　（手紙や日記など）・写真・絵

○古いふすまや屏風

　（古文書が下貼りに使われている場合があります）

○自治会などの団体の記録や資料

○農具、機織りや養蚕の道具、古い着物など物づく

　りや生活のための道具など

ミニ博物館オープン！！
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地震による被害と対策について

◎東北地方太平洋沖地震について

　３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震により鹿嶋市内の学校施設等も被害を受けましたが、

何よりも子どもたちが怪我もなく無事であったことに安堵しています。学校施設については、耐震

補強事業を進めていたため深刻な事態には至りませんでした。現在、被害にあった学校施設の復旧

作業を進めているところです。特に、第二幼稚園は液状化現象による地盤崩壊がひどく、現在は第

五幼稚園で運営をしています。一日でも早く第二幼稚園の復旧を進めていますので、ご理解とご協

力のほど、よろしくお願いします。

＊１　耐震化優先度調査とは、どの学校施設から耐震補強工事を実施すべきか、その優先度を
　　検討することを主な目的としている。

◎耐震補強工事について

　地域に根差した学校づくりを進めるうえで、非常災害時には地域の方々の緊急避難場所としての

役割を果たす学校の耐震化が喫緊の課題となっており、鹿嶋市では平成 23 年度末までに耐震化率

100％を目指し、残り５校の耐震化を進めています。地震への対策の重要性は、３月 11 日の東北地

方太平洋沖地震により明らかとなっています。

　鹿嶋市の耐震補強事業については、平成 18 年度に耐震化優先度調査＊１を行い、より緊急性の高

い学校から順次耐震補強工事を進めてきました。平成 23 年度に耐震補強工事を実施する学校につ

いては、表のとおりです。主な工事は夏休み中に行い、子どもたちの学校活動への影響を最小限に

し、事故を起こさないための安全管理を徹底しています。工事に伴う騒音や粉塵等により皆様には

ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。

平成 23 年度耐震補強工事実施校 　　　　　　工　　　　期
　　　鹿嶋市立三笠小学校 平成 23 年５月 13 日～平成 24 年３月９日
　　　鹿嶋市立大同東小学校 平成 23 年４月 28 日～平成 23 年 12 月９日
　　　鹿嶋市立大同西小学校 平成 23 年４月 28 日～平成 23 年 12 月９日
　　　鹿嶋市立中野西小学校 平成 23 年４月 28 日～平成 23 年 12 月９日
　　　鹿嶋市立高松中学校 平成 23 年５月 13 日～平成 23 年 12 月９日

　去る５月 29 日の「鹿嶋市は、茨城県産食材を給食に使わない」という報道で、生産者の皆様を

はじめ市民の皆様にご不安をおかけしましたこと、心より深くお詫びいたします。

　「４月の給食開始時は出荷制限がかかっていた食材があり、通常と異なる産地の食材を使用して

いる」と、ホームページに掲載いたしました。制限解除後については、通常の仕入れに戻りましたが、

ホームページに訂正内容が反映されておらず、皆様に誤解を与えることになりました。お詫び申し

上げるとともに、今後は情報管理と危機管理の徹底に万全を尽くし、再発防止に努めて参ります。

　鹿嶋市では、震災前並びに震災後も食材については、茨城県産を中心とした安全な食材を地産地

消で調達するという方針で行っております。今後も、ご協力とご理解をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿嶋市教育委員会教育長　　大橋　正彦

学校給食の食材の使用について


